
　　　　

2026 年 4 月 1 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

夏祭り・他事業所の行事参加・買い物・地下鉄などの公共交通機関を利用した行事・調理実習
保護者会・避難訓練

家族支援

家庭の育児に対する不安や各家庭とのネットワークをひろげることを目的とし
て、定期的に保護者会を開催。
また、保護者の困り感を面談という形で話す場を設け、少しでも不安・悩みの軽
減を図っている。 移行支援

・保護者の同意のもと、支援計画書の開示を行い、情報の共有を図ってい
ます。
・保育園・幼稚園の送迎時に子どもの様子を伝え合っています。
・学校には保護者の同意をもとに教育相談の参加をしています。

地域支援・地域連携

他の通所支援事業所との交流と情報交換
地域連携会議への参加 職員の質の向上

職員研修を月に1回実施。発達に関する事柄について月ごとに職員が作成
し、共有する。
外部の研修にも参加している。

支　援　内　容

・児発➡来所・降所準備の習慣づけ、パンツ移行、箸移行などの基本的生活習慣を身につけていきます。個人の発達段階に合った介入を行い成長発達を促します。
・放デイ➡整理整頓・身だしなみなどを自分で気づき、自立心を向上を図っていきます。
・共通➡来所時に保護者記載のノートでの体調などの確認、顔色や行動の様子の確認。

・全身運動を通して遊ぶ楽しさや身体の使い方を習得していきます。日常生活に必要な動作の基本となる姿勢保持や上肢・下肢の運動・動作の改善及び習得・筋力の維持・強化を図りま
す。（鬼ごっこ・サーキット・室内の運動遊びなど）
・指先を使った遊び（ハサミ・三つ編み・ジェンガ・描画等）を取り入れていき、手と目の協応や手指操作の向上を図っていきます。
・感触遊びでは砂や泥、スライムや小麦粉粘土などの手につくものを取り入れ、感触遊びの楽しさを味わったり、感覚の過敏さを軽減したりしていきます。また、感覚の偏りを減らしてい
き、排泄の自立にも繋げていきます。

本
人
支
援

・視覚、聴覚、触覚等の感覚を十分活用して、必要な情報を収集して認知機能の発達を促す支援を行います。
・数量、形の大きさ、重さ、色の違い、物の名前等の習得のための支援を行います。
・時間への見通しを持って行動できるよう手順カードや時計などの使い支援をしていきます。
・毎日のスケジュール確認で日付、曜日、時間などの感覚や理解を促す支援を行います。

・散歩や絵本の読み聞かせの中で本児の発見に対して職員がその都度、共感し言葉で返したり、日常の会話を繰り返し楽しんだりしていく中で言葉の語彙数の増加を図ります。
・生活や遊びの中で指差しだけではなく、身振り・手振りを使って意思のやりとりをしていきます。やりとりを行う中で「もう1回」「ちょうだい」等の言葉も添え、欲求の表現方法を増や
したり、言葉と行動のマッチング狙ったりしていきます。
・言葉の表現方法が難しい時には職員も一緒に考え文章を作り、相手に伝えていけるようにします。また、様々な伝え方を吸収し、言葉の表現の幅を広げていきます。
・言葉の理解が難しい際は１人ひとりの発達に合わせた声掛けを行い、理解に繋げていきます。

集団活動への参加や友だち同士の遊びを通して人間関係・信頼関係を築きます。関わりの中で相手の様々な感情にも気づけるような関わりもしていきます。また、子どもたちの様⼦を伺いながら協
調性や思いやりを育む支援をしていきます。
・公共施設、市内巡り、買い物・他事業所との関わりなど⼈との関わりや活動を通して、⼈間関係・社会性を⾝につけ、⾃⽴に向け実践的に学びます。

支援方針

子ども1人ひとりが「できる」を積み重ねて自信に繋げる療育をしていきます。
子どもの自立・社会性を育てる療育をしていきます。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念

子どもたちの可能性と未来が広がる支援。
子ども1人ひとりと向き合い個性と能力に応じた配慮で成長を促します。
子どもの最善の利益を保証しながらそれぞれのライフステージに応じた支援を行います。
子どもたちが分け隔てなく暮らしていける社会作りに貢献します。

事業所名 コモド 作成日支援プログラム


